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井 深 信 男 (兼敏大･故 ･心理)
昨年度共同利用研究にひきつづき,同じ仮説にもとづ
いて以下の実験がなされた｡



































































































O通信 (定屯庄) 8-10V/cm で brownline
が夙点より約8.5cm移動した時に泳動を止める
(約5時間)0
結 果
調査された Hemoglobin塾および α1-antitripsin
型の電気泳動的変異はこれまでに報告されているそれら
との間での同定試故が未実施であり,又これらについて
の分析は他の研究者によって試験されるので水和告では
これらの変異性の程度又はtf餌について拡略を述べるに
とどめる0分析結果の詳和については閃迎共同研究の成
沢の中で後日報告されるものと増える.
Ⅰiemoglobin 型について=ホン,ザル,タイワンザ
ル,ア;H/ザル.カニクイlJ.'Jt,,その他数種の詔長柄に
ついて分析した結果,1カタ周の程間を除けはほとんど
の税のrmでTTL先泳動的に区別ができるoLかし棟内にお
いて変異の存在が確認された個体はない｡特に=ホンザ
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